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 （原 著） 

•動きの乏しい重度・重複障害児の移動に関する一考察 －係わり手に要請される条件に視

点をおいて－  松田直 １－９  

•盲児の語の音節に対する自覚と点字の習得との関連 －特に，長音，促音，拗音，拗長音

について－  大城英名 １１－１８  

•遊戯的語音聴力検査法の開発に関する検討－親族名称単語リストの研究－  大沼直紀 

１９－２４  

•脳性まひ児の視空間認知－空間配置課題による検討－  渡辺章・山下皓三 ２５－３６  

•重複障害児の聴力検査と教育の諸問題－１５年の臨床経験からの考察－  菅原廣一 ３

７－４４  

•障害児用健康管理システムの作成  斎藤美麿・永峯博 ４５－５０  

•言語障害児の母音特性を考慮した訓練ソフトウェアプログラムの開発研究 －Ｉ．データ

ベース構築用プログラムセットの作成－  魚住超 ５１－５８  

•重複障害児の事例研究についての一考察－記号論的展開の試み－  落合俊郎 ５９－６

６  

•ダウン症児の言語形成に関する記号論的考察  山片正昭 ６７－７４  

•教育相談における「かかわり」成立の基本構造（ＩＩ） －相談の「主訴」と「かかわり」

の様相－  滝坂信一 ７５－８３  

•般化模倣とルール支配行動への一考察－障害児臨床への寄与と今後の論点－  太田俊

己・加藤元繁 ８５－９４  

•音声発信時における状況特性と行動調整について －音声言語信号系活動に滞りを示す吃

音事例について－  藤島省太 ９５－１０２  

•自閉症児の保存概念の形成に関する一考察  寺山千代子 １０３－１１１  

•自閉を伴う精神薄弱児の言語理解に関する研究 －集団場面における言語指示に対する反

応特性－  近藤明子 １１３－１２１  

•弱視児の学習効率性に関する研究－学習指導の形態と教科学習の効率性について－  千

田耕基 １２３－１３０ 


